
⽇時︓令和４年３⽉３⽇（⽊）10︓15〜11︓15
形式︓オンライン会議

参加者（予定）︓12人
土井委員、泉委員、永尾委員、森委員、川﨑委員、原委員、野間委員、
佐藤委員、大渡委員、田中委員、白石委員、大野委員

CIREn事務局（佐賀県新エネルギー産業課、佐賀大学理⼯事務室）

令和３年度第２回

CIREn評議会
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議事１ 令和４年度研究⽀援事業の運⽤について

報告事項１ 実績報告書の様式変更について

報告事項２ 佐賀大学以外との連携につて

本⽇の議題
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議事１ 令和４年度研究⽀援事業の運⽤について

研究分科会 事務局 審査委員会 評議会

⽀援事業
実績報告

一部項目
の評価 事業評価

(合議)

分科会の
評価(案)

分科会
評価決定

⽀援事業
申請

⽀援事業
審査

⽀援事業
選定

活動回数、構成員増加率等
評価基準に基づき客観的に
評価できるもの
※会員アンケートによる

R３

R４

反映

評価･選定結果の
ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

３⽉中旬 ４⽉下旬

５⽉中旬

５⽉下旬

５⽉下旬５⽉中旬〜４⽉中旬

６⽉上旬

５⽉中旬

今後の予定
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議事１ 令和４年度研究⽀援事業の運⽤について
議論内容

現⾏（選定通知〜実績報告）
４月 ３月６月

・予算（総会）
・選定通知

約９カ月

変更案
12カ月

実績報告

【要件】
4月1⽇から翌年3月31⽇までの期間に発生し、かつ当該経

費の額が確定しているものであって、年間を通して契約しなけ
れば研究支援事業の目的達成に支障があると認められるもの

研究⽀援事業の⽀援対象経費の例外的取扱について
研究支援事業期間外に発生する経費であっても、以下の要件を
満たし、年間を通して契約が必要な経費として評議会が承認し
た場合、支援対象経費として認めることとしたい。
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議事１ 令和４年度研究⽀援事業の運⽤について

研究⽀援事業の⽀援対象経費について

原則 例外
選定通知⽇以降に発生（発注）したもので、事業期
間中に終了（支払）したものが対象

4月1⽇から翌年3月31⽇までの期間に発生し、
かつ当該経費の額が確定しているものであって、
年間を通して契約しなければ研究支援事業の目
的達成に支障があると認められるもの

ポイントの整理

提案理由（背景）

建築等のビッグデータ利活⽤研究分科会において、様々な建築のビッグ
データ収集と利活⽤⽅法を会員企業とともに共同研究。
その⼀環で、２件の実験住宅にパナソニック社のHEMS※設備を導入。実

験住宅の電⼒消費量や温度・湿度などのデータを年間通して収集する必要が
あるため。

※家庭内の電気機器について、⼀定期間の使⽤料や稼働量を把握し、電⼒使⽤量の
最適化を図るための仕組み。
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報告事項１ 実績報告書（様式）の修正について

令和３年度評議会での委員からのご意⾒
令和2年度の評価が令和３年度の⽀援事業選定評価に加味されているかどうか
⾒えづらい。令和4年度の選定評価では、もっと⾒える形になるようにしてほ
しい。

県内企業との関わりを重視する審査に対応するようにした。

事務局修正

６ 研究分科会活動について 

(1) 活動回数 全体会議 回 個別会議 回 

(2) 独自の活動 

 
 
 
 

(3) 連携案件数 
 
※ 適宜、行を追加 
してください。 

構 成 員  

連携概要 
 
 

(4) 外部資金申請 
 
※ 適宜、行を追加 
してください。 

事業名  

実施機関  

内容 
※県内企業との連携や波及効果などが分かるよう

に記載してください。 

申請(採択) 
事業名  

採否 採択 ・ 不採択 

申請(採択)金額               円 

申請(採択) 
事業期間 年  月 ～   年  月 

 

６ 研究分科会活動について 

(1) 活動回数 全体会議 回 個別会議 回 

(2) 独自の活動 

 
 
 
 

(3) 連携案件数 
 
※ 適宜、行を追加 
してください。 

構 成 員  

連携概要 
※県内企業との関わりが分かるように記載してく

ださい。 

(4) 外部資金申請 
 
※ 適宜、行を追加 
してください。 

事業名  

関連する 
テーマ 

※各分科会で取り組んでいる、どのテーマに関連

しているかを記載してください。 

実施機関  

内容 
※県内企業との連携や波及効果などが分かるよう

に記載してください。 

申請(採択) 
事業名  

採否 採択 ・ 不採択 

申請(採択)金額               円 

申請(採択) 
事業期間 年  月 ～   年  月 
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報告事項２ 令和４年度研究⽀援事業の運⽤について

○他大学の研究者等が研究⽀援事業の⽀援事業者（座⻑）となる場合
の⽀援事業費の取扱いについて
R2年度評議会において、R3年度事業〜佐賀⼤学理⼯学系教員に加え他⼤学の研究者

等も座⻑として認め、研究支援事業に申請できることとした件について、事務局にお
いて継続協議となった研究支援事業費の取扱いは、次のとおり処理することとなりま
した。

県 佐賀大学

⽀援事業費
⽀援事業費

⽀援事業者
（座⻑）
佐賀大学
教員

他大学等
研究者

CIREｎ事務局

佐賀大学教員が座⻑の場合 ︓これまで同様佐賀大学において執⾏管理
NEW!他大学等研究者が座⻑の場合︓⽀援事業費は県から直接⽀出

（県と座⻑が所属する⼤学等とで契約締結）

※ 座⻑の所属⼤学にかかわらず、研究支援事業の選定は、これまで同様
評議会（審査委員会にて候補選定）にて実施します。
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（参考）来年度（上半期）スケジュール（予定）

区分 開催時期 内容

評議会 第１回 ５⽉下旬頃

・R３事業評価
・R３事業報告・決算案の策定
・R４事業計画・予算案の策定
・R４研究⽀援事業の選定
・R４研究分科会の設置

審査委員会 ー ５⽉中旬頃
・R３研究⽀援事業の評価
・R３分科会評価案とりまとめ
・R４研究⽀援事業申請事業の審査

総会 ー ６⽉上旬頃 ・R３事業報告・決算
・R４事業計画・予算 等

研究⽀援事業
募集 ３⽉中旬〜

４⽉中旬

事業選定 ６⽉上旬 事業期間（９か⽉or12か⽉）


